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3.3 介護人材確保対策における本研究の位置づけ  
 



































































































































第 2 章 4 節では、章の要約と本研究の着眼点を示した。第 1 に本稿で論じた介護労働特
有の特性を踏まえた検討を行うこと、第 2にタスク・マネジメント、相互コミュニケーショ




とリーダー行動の関連の検討、RQ3 介護職員の動機づけおよび能力向上に対する LMX の
影響と先行要因の検討の 3つである。 
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2．評価 
 
2.1 論文の成果 
本論文は、ヒューマン・サービスとしての介護労働の特性を検討した上で、それと関連付
けながら、介護職員の意欲・能力を高めるための人材マネジメント及びリーダーシップに関
する先行研究を丹念に検討し、質的及び量的分析によって「介護人材マネジメント」の理論
的かつ実践的フレームを構築した優れた論文である。 
理論研究によるフレームに基づき、介護現場の実態を適切に理解した上で、質的分析及び
量的分析の双方から創発型人材マネジメントの重要性を実証したことが本論文の独自の貢
献である。学術的な貢献のみならず、人材の量的不足、質の向上が社会的な課題である介護
分野における実践的な貢献も大きい。 
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先行研究を踏まえた本論文のオリジナリティとしては、次の 3点が特記されよう。 
第 1 は、これまでストレス／バーンアウト研究や職務満足研究等で部分的に論じられる
ことはあっても体系的に論じられてこなかった介護労働の労働特性について、ヒューマン・
サービス組織論に基づき体系的に整理したことである。 
第 2 は、これまで別々に論じられてきた介護労働の特性とそこから生じる問題、リーダ
ー行動、成果について、一貫した論理で対応を関係づけ、タスク志向、関係志向、変化志向
という３つのメタカテゴリーの分類に基づき、労働特性に対応した有効な人材マネジメン
トを提示した点である。 
第 3は、「仕事の意義や目的の喪失」といった介護現場の疲弊に対して、これまでストレ
ス／バーンアウト研究でソーシャル・サポートの重要性が強調されてきたが、職員の動機づ
けや能力向上という、より発達的な人材マネジメントを検討した結果、タスク志向、関係志
向、変化志向という 3 つのメタカテゴリーをすべて含む創発型人材マネジメントという新
たな概念を見出し、定性・定量的に実証したことが本論文の最も重要なオリジナリティであ
る。 
 
2.2 残された課題 
以上のように菅野氏の論文は、学術的な寄与においても、また介護現場への提言という実
践的な寄与においても、多くの成果を認めることができる。 
しかし、残された課題もある。 
本論文の提唱する創発型人材マネジメントを、現在多くの課題を抱える介護現場で実践
していくためにはどのような政策が求められるのか等、政策上の課題は十分に解明されて
いない。さらに本論文における「介護人材マネジメント」は、職場という閉ざされた場にお
ける人材マネジメントに限定されているが、近年の地域包括ケアの政策においては、地域連
携の推進等、より地域に開かれた介護事業所のあり方が求められている。組織外部との相互
作用も取り入れた人材マネジメントに着目した研究への発展も期待されるところである。 
しかしながら、この課題はあくまで今後の研究の発展への期待であり、本論文の成果をな
んら損なうものではない。 
 
3 結論 
以上のように菅野雅子氏が提出した学位請求論文は、学術的な寄与においても、また実践
的意義という点においても、オリジナリティと実務的な価値が認められ、博士号の授与に値
するものと考えられる。 
本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、菅野雅子氏に博士号（政策学）
が授与されるべきであるとの結論に達した。 
